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４月から役場の組織が変わります４月から役場の組織が変わります

○「こども未来課」が新設されます。
子育て環境の充実と支援をめざします。

～簡素で効率的な組織体制の整備をめざして～
(町民にわかりやすい組織づくり）

４
月
１
日
か
ら
、
町
役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

　壬力ＵＰすまいるプラン「第5次総合振興計画後期基本計画」に掲げた「活力と創意が
生きる希望に満ちたまち・みぶ」を目指し、次の未来に向けたシナリオを実現させるために、
役場の組織機構改革を実施します。

　妊婦さんから、赤ちゃん、幼児、保育園、幼稚園、こども医療費等、
こどもに関連する業務がひとつにまとまります。
　母子手帳、妊婦検診、乳幼児健診、予防接種関係は、「母子保健係」が、
保育園、幼稚園、こども医療費関係は「子育て支援係」が担当します。

組織改編のポイント

町民と協働のまちづくりをめざします。

　自治会、NPO、町民活動団体の支援や、協働のまちづくりの推進に関しては、「まちづく
り推進係」が、交通安全、防犯、消費者行政は、「くらし安心係」が、清掃、環境対策は「環
境保全係」が担当します。
　町民の生活にかかわりの深い業務が、生活環境課にまとまります。

○消防防災業務と交通防犯業務を分離し、総務
課に、「消防防災係」を設置します。
   震災を教訓として、効率的な危機管理体制を強
化します。

○建設部と上下水道部を統合します。
   また、いままで3課にまたがっていた、公共下水
道、農業集落排水、合併浄化槽の生活排水業務
を下水道課に一元化し、

消防防災機能を強化します。

組織の統廃合による合理化をめざします。

町民が安心してくらせるまちづくりを推進するとともに、
町民とパートナーシップによる協働のまちづくりをめざします。

こどもに関することは「こども未来課」で対応できる体制にします。

町民にわかりやすい体制をつくります。

○公園緑地係をみらい館に配置します。
　みぶハイウェイオアシスとの連携により、これ
まで以上に魅力的な運営、活動をくりひろげられ
ると共に、

情報発信機能を強化します。

災害に強い、安全安心なまちをめざします。

○町民生活課が、住民課に名称が変わります。
いままで、別の課で行っていた、国民健康保険と
国民年金を「国保年金係」に統合し、住民課窓口
に設置します。
　各種届出等に伴う一体処理体制を整えること
により、「ワンストップサービス」を実践し、

窓口での利便性を向上させます。

○秘書係を企画財政課に移管し、総合政策課に
名称が変わります。

政策調整機能を強化します。

町民が利用しやすい窓口をめざします。

政策調整機能及び情報提供機能の強化を  
図ります。       

○「生活環境課」が新設されます。         
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教育次長

税務課
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商工
観光課

消費生活センター

農業委員会

会計課

女
子
ト
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レ

男子トイレ

ホール 玄関
交付機

トイレ

男子
トイレ

女子
トイレ

こども
未来課

健康
福祉課

健康福祉課

住民課

正面入口

生活
環境課

下水道課

都市
計画課

農政課

健康増進係が
保健福祉センター
から本庁に移動。

子育て支援係
母子保健係
幼稚園業務がこちらへ。

NEW!
こども未来課こども未来課こども未来課

住民課
町民生活課を住民課に
名称変更。
国保年金係がこちらへ。

まちづくり推進係
くらし安心係
環境保全係

NEW!
生活環境課生活環境課生活環境課

一階平面図

二階平面図

教育委員会
町長室

副町長室

教育長室

秘
書
室

総務課

正庁

第三会議室

第二会議室

第一会議室

総合政策課

第四会議室
健康福祉課
分室

男子
トイレ

男子トイレ
女子トイレ

女子
トイレ

男子トイレ女子トイレ

４月からの役場の組織図４月からの役場の組織図

問合せ先

新しい課の電話番号等、
詳細は、次号に掲載いたします。

二階フロアの配置です。 ４月からの一階フロアの配置です。

企画財政課（～H24.3）
総合政策課（H24.4～）
☎0282-81-1812
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○明るくカラフルにイメージチェンジ
○遊具・展示品の増設
○休憩スペースの増設
○温水洗浄器付洋式トイレに改修

○吹き抜け空間全体が明るくカラフルな空間に
なり、ボールプールや体を使って遊べる多彩
な遊具と大型遊具「キングとクイーン」を設
置しました。
　また、保護者の皆様には新設した休憩スペー
スでお子様達を見守っていただけます。

問合せ先 町経済部商工観光課商業観光係　☎81－1844

○展望室としても、ご利用いただけます。
○主に就学前のお子様が体を使って遊べる遊
具として、「飛行船　みらいごう」を設置しまし
た。
○保護者の皆様も拡大した休憩スペースで、お
子様を見守っていただけます。

○虹の階段を昇ると、町並みをイメージした
明るくカラフルな壁面があらわれます。展
示室はそれぞれ特徴あるテーマにより、約
９千点のおもちゃ展示と体験のコーナーで
構成されています。
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・１歳児親子対象
・主に木曜日開催
・10：30～11：30
・親子30組
・年間30回活動
・年会費なし

・２、３歳児親子対象
・主に火曜日開催
・10：30～11：30
・親子30組
・年間30回活動
・年会費なし

親子で楽しみながら活動に参加 
して、交流を深めていきましょう！ 
一緒におしゃべりしたり、ランチも 
どうぞ！ 
 
・触れ合い遊び、体操、　　　　　 
読み聞かせ、製作、食育、 
いちご摘み、館外活動など 
 
・応募者多数のため壬生町 
在住者対象 
 
・募集期間　４/３～５のみ 

・参加申込なし、会費なし    
・０歳児～未就園児親子対象    
・原則第２・４水曜日開催    
・10：00～10：30    
・触れ合い遊び、体操、読み聞かせ、製作など    
    
 

親子で楽しみながら活動に参加して、交流を深めて
いきましょう！ 家族的な穏やか雰囲気ですよ。
近隣のママ友も誘ってみてはいかがですか？

・３～５歳児の幼稚園保育園児親子対象    
・月１回土曜日10：00～11：00    
・参加申込有り（開催１ヶ月～３日前まで）    
・会費あり    
・親子20組募集    
・読み聞かせ、遊べる製作、ゲーム、かるたとりなど

親子で活動に参加して触れ合いを楽しみましょう！ 
パパもどうぞ！

に
こ
に
こ
コ
ー
ス

き
ら
き
ら
コ
ー
ス

★Ｈ24の開催日は広報みぶ３月号でお知らせいたします。
　また、各教室の申込は１ヶ月前のお知らせ版をご覧ください。    
★月～土曜日に開館していますので、家族、お友達と遊びに来てください。

壬生町児童館　☎82－7388     
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20
歳
の
門
出
を
祝
う
第
63
回
成
人
式
が
、
平
成
24
年
１

月
８
日
（
日
）、
10
年
ぶ
り
に
会
場
を
壬
生
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
統
一
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
式
典
は
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
成
人
を
迎
え
る
3
6
5
名
の
う
ち
3
0
3
名
が

式
に
参
加
し
、
新
成
人
で
構
成
さ
れ
た
運
営
委
員
（
中
嶋 

彬
人
委
員
長
他
20
名
）が
受
付
、式
典
及
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
運
営
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
代
表
と
し
て
小
菅
一
弥
町
長
、
来

賓
代
表
と
し
て
細
井
敬
一
町
議
会
議
長
、
佐
藤
勉
衆
議
院

議
員
、
佐
藤
良
県
議
会
議
員
か
ら
新
成
人
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

壬
生
中
学
校
、
南
犬
飼
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が

国
歌
、
町
民
の
歌
の
伴
奏
を
行
い
、
町
民
の
歌
斉
唱
は
、

壬
生
町
民
の
歌
広
報
大
使
の
松
山
美
由
紀
さ
ん
の
歌
声
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
、抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、

記
念
写
真
を
撮
影
し
て
終
了
し
ま
し
た
が
、
会
場
の
外
で

は
、
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
か
じ
ま

あ
き
ひ
と

第63回
壬生町
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新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ

　

本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門

出
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
壬
生
町
長
小
菅
一
弥
様
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い

お
祝
い
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
三
年
・
四
年
生
ま
れ

の
新
成
人
で
す
。
私
た
ち
が
生
ま
れ
た
こ

の
年
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
初
期
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
私
た
ち
が
成
長
し
て
き
た
20

年
間
、
そ
し
て
今
も
経
済
状
況
は
厳
し
い

ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
は
東
日

本
大
震
災
が
あ
り
、日
本
は
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
ま
し
た
。
多
く
の
尊
い
命
、
日

常
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
思
い
出

す
だ
け
で
、
心
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
節
電
や
自
粛
ム
ー
ド
が
飛

び
交
っ
た
中
、
私
は
こ
ん
な
言
葉
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　
「
明
日
か
ら
、
街
が
動
き
出
す
。
経
済
活

動
も
、本
格
的
に
始
ま
る
。そ
こ
に
は
、き
っ

と
『
不
謹
慎
だ
』『
自
粛
す
べ
き
』
と
い
う

声
も
出
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
被
災
地
を
救

う
元
気
と
活
力
は
、
街
が
動
き
出
さ
な
い

こ
と
に
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
働
こ
う
。

学
ぼ
う
。
そ
れ
が
自
由
に
で
き
な
い
人
々

の
こ
と
を
想
い
、
い
つ
も
以
上
に
頑
張
ろ

う
。」

　

こ
れ
は
乙
武
洋
匡
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
言
葉
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
両
腕
両
脚
が

な
い
と
い
う
障
が
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、 

“

障
が
い
は
不
便
で
あ
る
が
不
幸
で
は
な

い”

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
方
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
街
を
動
か
し
て
い
く
の
は
、

社
会
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
私
た
ち

で
あ
り
ま
す
。
学
業
に
励
ん
で
い
る
人
、
将

来
の
道
を
模
索
し
て
い
る
人
、
す
で
に
職
業

に
従
事
し
て
い
る
人
、
そ
し
て
家
庭
を
持
っ

て
い
る
人
な
ど
立
場
は
様
々
で
す
が
、
社
会

の
一
員
に
な
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
ひ
と

り
の
行
動
に
責
任
が
伴
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
た
く
さ
ん
の
困
難
に
突
き
当
た
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も

自
分
に
自
信
を
も
ち
、
強
い
人
間
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
私
た
ち
が
こ
う
し
て
集
い
、
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、
私
た
ち
を
支
え
育
て
て
く
だ
さ
っ
た

両
親
や
家
族
、
そ
し
て
互
い
に
高
め
合
い
と

も
に
歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で

す
。
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
喜
び
と
感
謝
の

気
持
ち
、
そ
し
て
成
人
と
し
て
の
決
意
の
気

持
ち
に
沿
っ
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
精
一

杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
式
典
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
様
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
成
人

を
代
表
し
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
１
月
８
日　

新
成
人
代
表　

粂
川　

絵
美

く
め
か
わ　
　

  

え　

み
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　下記の事由により国民健康保険資格に変更が生じたときは、町役場窓口もしくは出張所へ14日以内に必ず届出
してください。
※印鑑(認印)と本人確認のできるもの（運転免許証等）を必ずお持ちください。

※国民健康保険証を紛失したときは、印鑑と本人確認のできるもの(運転免許証等)を持参のうえ、ただちに保険
証の再交付申請をしてください。

★壬生町国民健康保険の資格を喪失したときは、医療機関等で壬生町国民健康保険の保険証を絶対に使用しな
いでください。上記のとおり、保険証を返還のうえ届出いただきますようお願いいたします。

　医療機関窓口で支払う自己負担額の割合の２割への引き上げが、平成24年４月から、さらに１年間延長される
予定です。

《国民健康保険の届出について》

国民健康保険に加入

国民健康保険を喪失

そ　の　他　届　出

事　　　　　　由

他の市区町村から転入したとき

職場の健康保険を喪失したとき

他の市区町村に転出するとき

壬生町内で転居したとき

世帯主や世帯員に変更があったとき

修学などのため他市区町村へ住所を
変更するとき

修学により壬生町国保を取得していた
方が卒業・退学したとき

職場の健康保険に加入したとき

国民健康保険証

国民健康保険証

国民健康保険証

国民健康保険証と在学証明書など

国民健康保険証と卒業証明書
(卒業証書)・退学証明書など

国民健康保険証と加入した
社会保険証

・健康保険資格喪失証明書
  (被扶養者がいない場合は
   退職証明書でも可)
・年金証書(年金受給者の方)

転出証明書

手続きに必要なもの

※新しい高齢受給者証は３月末までに郵送いたします。（１割負担の方のみ）

平成24年３月まで 平成24年４月から平成25年３月まで

１割負担 ２割 １割負担
（１年間延長されます）

《70歳から74歳までの窓口自己負担割合について》
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平成24年度分の助成をご希望の方は、下記により受付いたしますので、申請をお願いいたします。

【一斉受付】　日　時　　　　４月10日（火） ８：00から整理券配布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　８：30から整理番号順に受付

　　　　　　　場　所　　　　壬生町保健福祉センター　
　　　　　　　　　　　　　　※一斉受付終了（12：00を予定）後の申請は、随時、役場本庁で受付いたします。

　　　　　　　持参して　　　・壬生町国民健康保険証
　　　　　　　いただくもの　・印鑑（認印）

【助成対象者】　 下記のすべての項目に該当される方
　　　　　　　①壬生町国民健康保険に加入している被保険者
　　　　　　　②検診時に年齢35歳以上75歳未満の方
　　　　　　　③壬生町国民健康保険税を完納している世帯に属する方

◎検診医療機関及び検診日程につきましては、受付当日に会場でお知らせいたします。
　また、申請書類等は会場に備え付けますので、当日会場でご記入いただきます。

　国民健康保険の高額療養費の申請の際には、医療機関等で発行された領収書を
ご提示いただいております。
　確定申告等で医療費控除を受ける場合は、領収書の原本の提示または添付が必要
となります。
　医療費控除を受ける方で、領収書を添付する方は、あらかじめ領収書のコピーを
とっておいていただきますよう、ご協力お願いいたします。

平成24年度分　壬生町国民健康保険

人間ドック・脳ドック人間ドック・脳ドック
検診費用助成金検診費用助成金
申込受付について申込受付について

人間ドック・脳ドック人間ドック・脳ドック
検診費用助成金検診費用助成金
申込受付について申込受付について

人間ドック・脳ドック
検診費用助成金
申込受付について

ドック助成の種類

人間ドック検診助成

脳ドック検診助成

【 助 成 金 】 コ ー ス

日 帰 り コ ー ス

１泊２日コース

助成額

２０,０００円

３０,０００円

２０,０００円

問合せ先 町民生部保険環境課国保医療係　☎８１－１８３６

《国民健康保険高額療養費の申請に必要な領収書について》
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　春は降水量が少なく、空気が乾燥しており、強風が吹くといった気象条件のため、火災が発
生したときの被害が大きくなりやすい傾向があります。
　平成23年中に石橋地区消防組合管内（壬生町を含む１市２町）で発生した火災件数は46件（前
年比３件減）であり、壬生町では15件（前年比３件減）発生しています。
　壬生町における火災種別では、建物火災が４件で全体の27％と最も高く、火災による管内全
体の損害額は、37,193千円（前年比21,584千円増）となります。火災は貴重な財産ばかりでなく、
尊い生命までも奪ってしまいます。くれぐれも火の元には十分気を付けてください。

春の全国火災予防運動開催　3月1日～7日

ストーブは、燃えや
すいものから離れた位
置で使用する。

使用中のガスコン
ロなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消
す。

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。

寝具、衣類及びカーテンからの火災を
防ぐために、防炎品を使用する。

火災を小さいうちに消すために住宅
用消火器等を設置する。

お年寄りや身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制をつくる。

できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！
火事を呼ぶ「はず」と「つもり」と「無関心」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

寝たばこは、
絶対やめる。

　布団で一服……。
　寝たばこによる火災が怖い
のは、ちょうど寝入った頃に
発生するからです。

　暖房器具による火災の中で見逃
せないのが、洗濯物を乾かす等の暖
房以外の目的での使用によるもの
です。ストーブの上に落ちたりして、
とても危険です。

　ガスこんろの火に鍋をかけたま
ま、“ちょっとの間”と思って電話に
出てる最中に、火事になってしまっ
たケースが多々あります。
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い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。進
学
や
就
職
、転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は
、必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は「
く
ら
し
の
便
利
帳
２
０
０
９
年
度
版
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
の

引
っ
越
し
の
季
節
到
来

季
節
到
来　

引
っ
越
し
の

引
っ
越
し
の
季
節
到
来

季
節
到
来　

引
っ
越
し
の
季
節
到
来　
各
種
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
！

各種届出のときは、各種届出のときは、届出に来た方届出に来た方の
本人確認書類本人確認書類（免許証や保険証など）と（免許証や保険証など）と
ご印鑑ご印鑑が必要になります！が必要になります！

各種届出のときは、届出に来た方の
本人確認書類（免許証や保険証など）と
ご印鑑が必要になります！

引っ越しの内容 届出の種類 届出の期間 注意事項

※上記届出の際、その他関連する手続きが必要になることがありますので、
　事前にお電話などでお問い合わせください。

壬生町内で
引っ越しをしたとき

他市区町村から
壬生町に引っ越して
来たとき

壬生町から
他市区町村へ
引っ越すとき

引っ越した日から
14日以内

引っ越した日から
14日以内

引っ越しする
予定の日の
前後14日以内

前市区町村の
転出証明書が
必須です

転居届

転出届

転入届

●
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校

　

転
居
届
を
す
る
際
に
、
転
校
前
に
在

学
し
て
い
た
学
校
の
発
行
す
る
「
在
学

証
明
書
」「
教
科
書
給
与
証
明
書
」
を

持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
外
へ
の
転
校

　

在
学
し
て
い
た
学
校
の
発
行
す
る

「
在
学
証
明
書
」「
教
科
書
給
与
証
明
書
」

「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
の

加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
持
っ
て
、
転

校
先
の
市
町
村
教
育
委
員
会
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
外
か
ら
の
転
校

　

転
入
届
を
す
る
際
に
、
転
入
前
に
在

学
し
て
い
た
学
校
が
発
行
す
る
「
在
学

証
明
書
」 「
教
科
書
給
与
証
明
書
」「
日

本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
の
加
入

に
関
す
る
書
類
」
を
持
っ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

  

☎（
81
）
１
８
７
１

転
校
す
る
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
が
、
進
学
の
た
め
、
他
の
市
町
村
等

に
転
出
す
る
場
合
、
引
き
続
き
壬
生
町

の
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
在
学
証
明
証
又
は
学
生
証
の
写
し

・
印
鑑

【
問
合
せ
先
】

保
険
環
境
課　

国
保
医
療
係

 　
　
　
　
　
　
　

 

☎（
81
）
１
８
３
６

進
学
す
る
と
き

手
続
き
は…

　

○
町
民
生
活
課　

住
民
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
81
）
１
８
２
４

　

○
稲
葉
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
82
）
１
０
０
２

　

○
南
犬
飼
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
86
）
０
０
０
４

お
問
合
せ
は…

　

○
町
民
生
活
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
81
）
１
８
２
５
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パブリッパブリック・コメント募集コメント募集のお知らせのお知らせパブリッパブリック・コメント募集コメント募集のお知らせのお知らせパブリック・コメント募集のお知らせ

　壬生町では、自家用車などの交通手段を持たない高齢者等が増加する中で、町民の皆様が、通
院や買い物などに利用できる『日常生活に必要な交通手段』の確保を目的としまして、平成23年
5月に壬生町地域公共交通会議を設置いたしました。会議では、高齢者などを中心とした自家用
車を持たない方への対応と公共交通の利便性の低い地域（公共交通空白地）の解消を目的に、新
しい公共交通の導入に向けて、検討してまいりました。
　本町の地域公共交通について、『壬生町地域公共交通総合連携計画（素案）』としてまとめまし
たので、計画に関して町民のみなさまから意見を募集いたします。

①壬生町広報紙への掲載（本紙）　　　　　
②壬生町公式ホームページへの掲載　http://www.town.mibu.tochigi.jp
③壬生町総務部企画財政課・稲葉出張所・南犬飼出張所での閲覧

　パブリック・コメント記入用紙（ホームページまたは閲覧場所に設置）により、次のいずれかの
方法にて提出してください。

　提出されましたご意見の概要及び検討結果につきましては、壬生町広報紙及び壬生町公式ホー
ムページに公開いたします。併せて町総務部企画財政課企画調整係で閲覧することができます。

　広報みぶ１月号４頁「壬生町地域公共交通に関するアンケート結果」において、「新しい地域公共交通は、
必要ですか？利用したいですか？」の回答結果に誤りがありました。「必要だが利用しない」の割合は96％と
ありましたが、正しくは９％です。お詫びして訂正いたします。

①壬生町に住所を有する方　　　　　　　　　②壬生町に通勤・通学する方
③壬生町に事務所または事業所を有する方　　④壬生町税の納税義務者

〒321－0292　栃木県下都賀郡壬生町通町12－22
壬生町総務部企画財政課企画調整係
☎0282－81－1813　FAX0282－82－8262　E-mail info@town.mibu.tochigi.jp

注1） ご意見をいただいた方の氏名等の公表及びご意見に対する個別の回答はいたしません。
注2） 内容が類似するご意見は、取りまとめて公表することがあります。

平成24年２月23日（木）から３月23日（金）

・壬生町総務部企画財政課企画調整係へ郵送または持参（土日、祝祭日を除く）
・ファックスまたはE-mailによる送信（電話での受付はいたしません）

1． 目　的

2． 公表の方法

4． 意見の提出方法

6． 意見の取扱い

7． 問合せ及び意見の提出先

5．  意見を提出できる方

3． 募 集 期 間

－お詫びと訂正－
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壬生町地域公共交通総合連携計画（素案）の概要壬生町地域公共交通総合連携計画（素案）の概要
1． 計画期間

2． 課題と将来像及び目標

3．試験運行（案）の概要

将来像実現に向けた3つの目標

目標１ まちの顔『医療』と連携し
　　　　　　　“メディカルタウン”の形成を目指します。

目標2 公共交通を上手に使う
　　　　　　　　　ライフスタイルの構築を目指します。

目標3 需要に応じた公共交通を実現し
　　　　　　　　　　　持続できる仕組みを目指します。

将 来 像

公共交通を上手に使って　便利で安心“メディカルタウン”

平成24～27年度（4年間）

課題1

高齢社会への高齢社会への
対応対応

高齢社会への高齢社会への
対応対応

高齢社会への
対応

課題2

公共交通空白地公共交通空白地
への対応への対応

公共交通空白地公共交通空白地
への対応への対応

公共交通空白地
への対応

課題3

移動需要への移動需要への
対応対応

移動需要への移動需要への
対応対応

移動需要への
対応

メディカルタウン……人口１万人に対する医師数が全国4位という本町の充実した医療環境を活かし、
　　　　　　　　　　医療と公共交通が連携することで、より身近に医療が利用しやすい環境が整ったまち。

　本計画期間内（平成24～27年度）において、平成25年１月からデマンドタクシーの試験運行を予定
しております。以下は、現在予定されている試験運行の概要（案）になります。デマンドタクシーは、他の
方と乗り合わせのため、大きな迂回をしなくてはならないケースもあり、所要時間が大きくかかる場合も
ありますので、目的地までの到着時間には、余裕をもって予約する必要があります。

①運営事業者
②運行事業者
③運 行 形 態

④運 行 区 域
⑤運 行 曜 日

⑥運 行 時 間

壬生町が予約受付を行います。
町内のタクシー事業者
ドア・ツー・ドア方式
※自宅まで迎えに行き、町内の行きた
　いところまで行ける運行方法です。
町内全域
月～金曜日（平日）
※土・日、祝日、年末年始は、運休
８～17時　１時間当たり１便運行

デマンドタクシーのイメージ図

電話予約
（60分前まで）

電話予約
（60分前まで）

電話予約
（60分前まで）

乗合タクシー

予約受付

壬生町
予約受付センター

＠全国デマンド交通システム
導入機関連絡協議会

目的地幼稚園に子供を迎え
に行くのが便利になり
ました。

バス停まで歩かなく
てよくなったので病
院に行くのが楽にな
りました。

乗り合わせるうちに友達
になって一緒にいろいろな
所に出かけるようになり
ました。



①デスクトップパソコン
②ノートパソコン
③CRTディスプレイ(一体型パソコン含む)
④液晶ディスプレイ(一体型パソコン含む)

“PCリサイクル”の対象となる機器は、
下記の通りです。

1

3

パソコンが家庭で不要になったら、メーカー等に回収を申し込みます。その際、
PCリサイクルマークのない製品は回収・リサイクル料金をご負担いただきます。

最寄りの郵便局 に持ち込むか、郵便
局に戸口回収の依頼の連絡をします。

※

※簡易郵便局を除きます。
●集めた使用済パソコンをメーカー等の
　再資源化センターに配送します。

●お客様が大切にしてい
　たパソコンをきちんと
　再資源化します。

不要になったパソコン
メーカーのリサイクル受付

メーカーの再資源化センター

郵 便 局

戸口回収

配 送

回収申込

エコゆうパック
伝票

お持ち込み

2 パソコンを簡易包装し、
伝票を貼付します。

パソコンユーザー

パソコンパソコン
メーカーに直接回収を申し込みましょう

は
家庭で
不要になった

家庭での使用済パソコンを有益な資源として、再
利用するために、平成15年10月1日から「資源有
効利用促進法」にもとづいた“PCリサイクル”が
実施されております。
この“PCリサイクル”により、鉄・銅・アル

ミ・プラスチックはもちろん、金・銀・コバルトの
ような希少金属まで、資源として再利用できます。
この“PCリサイクル”は消費者の皆様とメーカー
等が協力して次のように実施しています。

※１　ご購入時の標準添付品（マウス、キーボー
ド、ケーブル等）も一緒に回収します。

※２　マニュアル、FD・CD-ROM等の記憶媒体、
プリンタ等の周辺機器、ワープロ専用機、
PDA(携帯情報端末)は対象となりません。

左記の機器が不要になりましたら、
下記のような手順で
リサイクルを実施いたします。　
①パソコンのメーカーに直接回収を申し込みます。
※“PCリサイクル”開始前に購入したものは、回
収再資源化料金がかかります。

②パソコンを簡易梱包し、メーカーから送付されて
くる“エコゆうパック伝票”を貼付します。
③最寄りの郵便局に持ち込むか、郵便局に戸口集
荷を依頼します。

④集められた使用済パソコンは再資源化センター
に配送され、再資源化されます。

なお、回収するメーカーがない場合や、メーカーが明
らかでない場合は、「有限責任中間法人　パソコン３Ｒ
推進センター」が、有償で回収・再資源化します。

◎問合せ先　●パソコンメーカー各社
●パソコン３Ｒ推進センター
☎03-5282-7685

URL http://www.pc3r.jp/uketsuke.html

お申込方法・お問合せについては、各メーカーのホームページ
または（社）電子情報技術産業協会（JEITA パソコン 3R  
http://www.pc3r.jp）のホームページ等でご確認ください。

●お客様に
　エコゆうパック伝票
　を郵送します。

注１ パソコン・ディスプレイを
ごみステーションには絶対に出さないでください。

注２ パソコン・ディスプレイは、
清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。
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壬生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表（家電６品目収集運搬業者）

◎問合せ先　●壬生町清掃センター  　82-3424

有限会社岸興業

家電リサイクル対象機器に家電リサイクル対象機器に家電リサイクル対象機器に家電リサイクル対象機器に家電リサイクル対象機器に家電リサイクル対象機器に

液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機液晶テレビ・プラズマテレビ、衣類乾燥機
が加わりましたが加わりましたが加わりましたが加わりましたが加わりました

業　者　名No. No. No.

株式会社大商 栃木市惣社町
2181

企業組合とちぎ
労働福祉事業団

宇都宮市西川田
7-1-2

株式会社結南
クリーンセンター

壬生町大字
壬生乙3550-1

相良運輸
株式会社

宇都宮市今宮
4-5-36

有限会社
大林環境サービス

下野市上古山
8-5

有限会社
マルショー

壬生町大字安塚
1857-1

栃南産業
株式会社

下野市下古山
947

有限会社
ミサキ商事

壬生町大字藤井
1842

戸崎商店 壬生町大字藤井
1734

鈴運メンテック
株式会社

宇都宮市鶴田町
2-2-10

程塚商事
株式会社

宇都宮市元今泉
3-8-5

いずみ産業
株式会社

宇都宮市
下平出町198-2

株式会社
目黒商事

宇都宮市上野町
6078-1

有限会社関東
実行センター

小山市花垣町
1-12-10

オールサポート 宇都宮市雀の宮5-2-40
有限会社
高久建工

壬生町大字
羽生田1733

エイチエス
株式会社

宇都宮市
下荒針町3406-4

有限会社静井商会
リサイクル

栃木市大平町
西水代2534-1

株式会社県央資源
総合リサイクル

下野市石橋
693-8

野澤総業 宇都宮市下栗町
1459-3

有限会社
セイゴウ

宇都宮市平出
工業団地43-120

有限会社
アタカサービス

宇都宮市石井町
365-11

有限会社ファースト
コーポレーション

宇都宮市
満美穴町25
栃木市野中町
1381-11

篠原運送店 壬生町大字藤井
2438-6

有限会社
協栄技研

日光市木和田島
2083-11

栃木清掃サービス
株式会社

栃木市片柳町
2-32-4

有限会社
ごみやさん

鹿沼市富岡
92-2

株式会社
真田ジャパン

那須塩原市井口
198-1

有限会社
坂本商事

栃木市皆川城内町
2989-4

三正運輸
株式会社

小山市扶桑
1-8-17

株式会社
マックテック

宇都宮市
針ヶ谷町685-4

有限会社
栃北興業

栃木市平柳町
1-5-12

関東資源
株式会社

真岡市荒町
5218

中川商事 宇都宮市石井町
3413-63

株式会社
中日産業

壬生町大字安塚
1716

0282（27）
8248
028（645）
5561
0296（33）
0101
028（684）
2100
0285（53）
5584
0282（86）
5443
0285（53）
5557
0282（82）
1776
0282（82）
2542
028(648)
6241
028（610）
5822
028（664）
1115

028（661）
5827
0285（23）
3026
028（655）
2610
0282（82）
9418
028（649）
3663
0282（43）
8788
0285（53）
5782
028（656）
1523
028（613）
3860
028（656）
6250
028（667）
5430
0282（23）
5212

0288（26）
2648
0282（25）
1014
0289（65）
5221
0287（36）
1148
0282（30）
1120
0282（82）
4100

0282（27）
5336

0282（81）
0538

0282（82）
7589
0285（84）
1161
028（656）
5586
0282（86）
3163

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

住　　所 電話番号 業　者　名 住　　所 電話番号 業　者　名 住　　所 電話番号

1 対象機器を買換える場合や
購入した小売店がわかっている場合

収集・運搬料金
+

処理料金 処理料金

エアコン テレビ 冷蔵庫 洗濯機　衣類乾燥機液晶・プラズマテレビ

家電リサイクル法の対象機器

2 左記以外（買った小売店が不明、
通信販売で購入など）

収集・運搬料金

納付
証明書

処理
料金

処理
料金

※エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機を廃棄する場合は

処理料金（リサイクル料金）
（消費税込）

収集運搬料金+

郵 便 局

が必要となります。
リサイクル料金は清掃センターへ、
収集運搬料金は下記業者へ
お問い合わせください。

消

費

者

家
電
小
売
店

家
電
メ
ー
カ
ー 家

電
メ
ー
カ
ー

消　

費　

者

許
可
業
者

※許可業者につきましては、下表に掲載しています。

注１ テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機を
ごみステーションには絶対に出さないでください。

注２ テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機は、
清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。

壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）に
収集・運搬を依頼します。
その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リ

サイクル料金）を（財）家電製品協会家電リサイ
クルセンター（RKC）に振込み、納付証明書を家
電製品に添付します。許可業者には、収集・運搬
料金のみを支払います。

　小売店に引取ってもらいます。その際に、処理
料金（リサイクル料金）と収集・運搬料金を小売
店に支払います。
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16

○引っ越しの日が決まりましたら、前もって水道課
へ閉栓の手続きをしてください。（使用者ご本
人からの手続きは、電話にてお受けしておりま
す。）ご連絡の際は、住所・氏名・引っ越し日時・
引っ越し先をお知らせください。

○引っ越しまでの水道料金（精算分）は、前回の
検針日から引っ越しまでの使用量をもとに計算
いたします。

○連絡（閉栓の手続き）をいただきませんと、水
道を使用されていなくても、引き続き料金がか
かってしまいますので、必ず水道課へご連絡を
お願いいたします。

○問合せ先
　町上下水道部水道課　☎82－2260　　
　（徴収事務受託者　㈱日本ウォーターテックス）

平成23年10月からの子ども手当制度の変更に
伴い、受給者の方は平成24年３月31日までに「子
ども手当 認定請求書」を提出していただく必要が
あります。（対象の方には平成23年11月上旬に
手続きに関する通知をお送りしています。）請求書
の提出がない場合、平成23年10月分以降の手
当を受給できなくなりますので、忘れずにご提出
いただくようお願いいたします。

提 出 先：町役場健康福祉課児童福祉係
添付書類：受給者の健康保険証のコピー
　　　　　（国民健康保険の方は不要）
提出期限：平成24年３月31日

○問合せ先
　町民生部健康福祉課児童福祉係
　☎81－1829

年１回の定期検査（法第11条検査）を受けましょう

浄化槽を設置された方は、浄化槽法上の「浄化槽管理者」として、適正に維持管理されているかを確認する
ために、保守点検や清掃とは別に、栃木県が指定する検査機関である（社）栃木県浄化槽協会による定期検査（浄
化槽法第11条による検査）の受検が義務付けられています。
なお、定期検査のお申込は、保守点検を委託している業者、もしくは（社）栃木県浄化槽協会にご相談ください。

検査料金１回3,000円（保守点検、清掃に係る料金は別途かかります。）

○保守点検を受けましょう
保守点検は、浄化槽の点検、調整やこれらに伴う修理をする作業です。毎年、浄化槽の種類や形式によっ

て定められた回数を技術上の基準に従って行う必要があります。
県の登録を受けた浄化槽保守点検業者に有料で委託することができます。
保守点検の記録は、３年間保管する義務があります。

○浄化槽の清掃をしましょう
浄化槽に溜まった汚泥を、毎年１回以上、専門的な技術上の基準に従って引き抜く必要があります。町の

許可を受けた浄化槽清掃業者に有料で委託することができます。
清掃の記録は、３年間保管する義務があります。

○浄化槽の使用をやめたときは
浄化槽の使用を廃止して、公共下水道等に接続した場合、「浄化槽使用廃止
届出書」を町民生部保険環境課に提出してください。

○定期検査に関するお問合せ先
（社）栃木県浄化槽協会
宇都宮市簗瀬町２３９０番地　　　　☎０２８－６３３－１６５０

○浄化槽清掃業者に関するお問合せ先
壬生町クリーンセンター　　　　　　☎８２－６７３９
町民生部保険環境課環境保全係　　 ☎８１－１８３４

子ども手当の認定請求はお済みですか？ 水道の閉栓手続きを忘れずに！

浄化槽をお使いの皆様へ



地域の話題などをお寄せください
情報広報係☎81ー1814

第20回壬生町健康ロードレース記念大会売上金を被災地へ
12月４日、壬生総合公園陸上競技場で開催された第20回壬

生町健康ロードレース記念大会兼駅伝選考会において、東日本大
震災復興イベントとして出店された地域活性化21（代表大橋良
平氏）の16店舗の皆様から売上金の一部を東日本大震災復興の
ために役立てて欲しいと８万円の寄付がありました。
この寄付金は、高橋尚子さんのオークションの売上とあわせて、

壬生町駅伝実行委員会から岩手県陸前高田市へ寄附されました。

17

「町道３－550号線新設事業」が全建賞受賞
「町道３－550号線（役場西側道路）新設事業」が、役
場周辺の利便性と防災機能の向上と中心市街地の活性化
において評価され、このたび社団法人全日本建設技術協
会から「全建賞」を受賞いたしました。
町道３－550号線新設事業において建設された役場前

休憩施設内「自成館」の清掃管理および施設内展示等の開
催につきましては、｢仲通町商店会｣の皆様にご尽力いただ
いております。
写真：商店会会長　船越重吉さん、事務局長　小川孝夫さん、

　　　会計　玉田實さん

ふなこしじゅうきち お がわたか お

たま だ みのる

第15回壬生円仁和太鼓フェスティバル
11月20日、壬生寺保育園（渡邉光喜園長）・壬生円

仁和太鼓フェスティバル実行委員会主催の「第15回壬生
円仁和太鼓フェスティバル」が開催され、園児・卒園児に
よる和太鼓演奏を行ったり、多彩なゲストをお招きしたり
と、開催15周年にふさわしいものになりました。
また、東日本大震災で大きな被害を受けた陸前高田市

の「八木澤商店」さんのポン酢、だし醤油の販売を行うと、
少しでも被災された方の力になりたいという思いが会場に
伝わり、見事完売しました。

わたなべこう き

おおはしりょう

へい
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12月26日、壬生町苺出荷組合青年部から、いなば保
育園の園児たちにイチゴが贈られ、１日遅れのクリスマス
プレゼントとなりました。
子どもたちは、真っ赤でおいしそうなイチゴに「はやくた
べたい！」と大喜び。給食やおやつの時間に、みんなでお
いしくいただきました。
なお、いなば保育園以外の４つの公立保育園にもイチゴ

がプレゼントされました。

イチゴのプレゼント

１月８日、羽生田地区恒例の「どんど焼き」が行われました。
これは、羽生田小学校子ども育成会が主催となり、PTA・す
けがい保育園・地域の方々のご協力によって毎年盛大に実施され
ています。
夕方５時、「点火」の合図と共に大きな櫓が一斉に燃え上がり、
壮大な火柱が立ったときには、「ワーッ！」という歓声があちこちか
ら上がりました。
また、保護者手作りの豚汁が振る舞われ、ミズノキに刺した「繭
玉」を火にかざして食べ、無病息災・五穀豊穣、そして地域の発
展を願いました。

羽生田地区「どんど焼き」

中嶋正氏（ ）が、平成24年１月１日付けで法務大臣から
人権擁護委員に委嘱されました。
人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩みごとなど
の相談に応じるほか、街頭啓発活動や小・中学生を対象にした
人権講話・ビデオフォーラムなどを通して、人権の大切さにつ
いての理解を深めてもらうなど、人権意識の高揚にも努めてい
ます。

人権擁護委員に
中嶋正氏が委嘱される
なかじまただし

0285-52-1487

0285-53-8866

0282-86-0177
0282-86-3710
0282-86-8600

介護老人福祉施設 しもつけ荘
介護老人保健施設 みなと荘
認知症老人グループホーム うらら

介護老人福祉施設 いしばし

認知症老人グループホーム いしばし

社会福祉法人

owner
タイプライターテキスト
原坪



地域の話題などをお寄せください
情報広報係☎81ー1814

いつまでも健康な生活を送るために
１月19日、保健福祉センターにおいて、町が実施主体、
受託者が町社会福祉協議会による介護予防サポーター養
成講座が実施されました。
これは、高齢者ができる限り要介護状態になることなく
健康で生き生きとした生活を送れるよう、介護予防の知識
や技術を習得するとともに、高齢者に対する介護予防事業
の協力者（サポーター）を育成することを目的として、全６
回の実施を予定しています。
受講者たちは、高齢者でも簡単にできるストレッチなど、

体を動かしながら介護予防について楽しく学びました。

19

洋画家中川令子さん　「内閣総理大臣賞」を受賞
近代日本美術協会が主催する「近美展」において、本町
在住の洋画家・中川令子さんが、最高賞に次ぐ「内閣総
理大臣賞」を受賞され、１月12日、受賞の報告に町長室
を訪れました。
「小さい頃から絵を描くことが好きだった」という中川さ
んは、これまでにも近美展の最高賞に当たる近美大賞や、
文部科学大臣賞を受賞されている見事な腕前。今回受賞
されたのは、満月を背に女性が冥福を祈りながら追善の茶
を立てている様子を描いた『追福』という作品で、昨年５
月に父親を亡くされた中川さんが、「絵を応援してくれて
いた父のために」と、形見の茶碗を題材に描いたものです。

どんど焼きで地域交流

なかがわれい こ

１月16日、NPO夢くらぶむつみと六美町南部育成会
の共同によるミニミニどんど焼きが渡邊信さん（六美町南
部）の栗林で開催され、子どもからお年寄りまで約50名
が参加しました。
みんなで持ち寄った正月の神飾りを櫓に飾り、火を入れ、

勢いよく燃え上がると、おき火で繭玉を焼きながら無病息
災を祈りました。また、もちつきをしたり、豚汁やお汁粉、
焼き鳥を食べながら地域の交流を深めました。

わたなべのぶ
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広
が
る
論
語
の
輪
Ⅰ

第22回

　

壬
生
藩
校
「
学
習
館
」
の
歴
史
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち

は
、
一
学
期
に
１
節
を
目
安
に
、
小
学
校
卒
業
ま
で
に

初
級
18
節
、
中
学
校
卒
業
ま
で
に
上
級
９
節
の
論
語
の

素
読
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
小
学
校
は
23
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
24
年

度
か
ら
全
面
実
施
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
「
言
語
活

動
の
充
実
」「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
」そ
し
て「
心

の
教
育
」
に
合
致
す
る
取
組
で
す
。

　

日
毎
に
関
心
が
高
ま
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
大
人
ま
で
、
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
静
か
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
論
語
。

　

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
る
論

語（
壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
監
修
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

是
非
ご
家
庭
で
も
論
語
の
素
読
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

睦小児童による素読の様子

特　

選　

中
川　

花
綸
（
栃
商
高
２
年
）

優
秀
賞　

田
代　

愛
実
（
壬
生
東
小
４
年
）

中
川　

凜
音
（
安
塚
小
６
年
）

優
良
賞　

古
郡　

優
衣
（
壬
生
小
１
年
）

遠
藤　

真
心
（
安
塚
小
１
年
）

竹
越
ひ
よ
り
（
壬
生
小
２
年
）

鈴
木　

梨
花
（
壬
生
北
小
２
年
）

奈
良　

美
咲
（
壬
生
東
小
３
年
）

佐
藤
シ
ュ
リ
（
稲
葉
小
３
年
）

水
本　

絵
麻
（
安
塚
小
３
年
）

塩
﨑　

萌
乃
（
睦
小
３
年
）

稲
葉　

健
斗
（
壬
生
小
４
年
）

菊
地　

理
菜
（
壬
生
北
小
４
年
）

大
垣　

玲
央
（
壬
生
小
５
年
）

大
坪
舞
衣
子
（
壬
生
東
小
５
年
）

小
平　

琴
巳
（
壬
生
東
小
５
年
）

入
江
み
る
か
（
壬
生
小
６
年
）

越
谷　

巴
香
（
壬
生
東
小
６
年
）

大
山
万
里
加
（
安
塚
小
６
年
）

水
本　

真
菜
（
安
塚
小
６
年
）

大
垣　

海
都
（
壬
生
中
１
年
）

齊
藤　

扇
邑
（
壬
生
中
１
年
）

手
塚　
　

栞
（
壬
生
高
１
年
）

な
か
が
わ　
　

 

か  

り
ん

 

た 

し
ろ　
　

ま
な 

み

な
か
が
わ　
　

 

り  

お
ん　

ふ
る
ご
お
り　
　

ゆ　

 

い

え
ん
ど
う　

 　

ま　

こ　

た
け
こ
し

す
ず 

き　
　

 

り
ん 

か

 

な　

ら　
　
　

み 

さ
き

 

さ 

と
う

み
ず
も
と　
　

 

え　

ま

し
お
さ
き　
　

も
え 

の

い
な 

ば　
　

  

た
け 

と

き
く 
ち　
　
　

り　

な

お
お
が
き　
　

 

れ　

お

お
お
つ
ぼ 

ま　

い　

こ

  

こ
だ
い
ら　

 

こ
と 

み

い
り 

え

こ
し
が
や　
　

と
も 

か

お
お
や
ま 

ま　

り　

か

み
ず
も
と　
　

 

ま　

な

お
お
が
き　
　

か
い 

と

さ
い
と
う　
　

 

み
ゆ
う

 

て 

づ
か　
　
　
　

し
お
り

　

　１月14日、壬生中央公民館において、書初め席書大会実行委員会（谷田部龍峰委員長）主催の新春書
初め席書大会が開催されました。
　壬生町在住在学の小中高校生45名が参加し、新春にふさわしく力強い書が披露されました。
　その中から、特選１点、優秀賞２点、優良賞20点の作品が選出されました。

○
子
曰
わ
く
、
学
び
て　

時
に
之
れ
を
習
う
、
亦
た　

説
ば
し
か
ら
ず
や
。

朋　

有
り　

遠
方
よ
り
来
る
、

亦
た　

楽
し
か
ら
ず
や
。

人
知
ら
ず
し
て　

慍
ら
ず
、

亦
た　

君
子
な
ら
ず
や
。

○
子
曰
わ
く
、
巧
言
令
色
、
鮮

き
か
な　

仁
。

○
子
曰
わ
く
、
過
て
改
め
ざ
る
、

是
れ
を
過
と
謂
う
。

小
学
１
年
生
版

し   

い

し    

い

ま
な

と
き

こ

と
も

き
た

ひ
と　

 

し

し　

 

い

こ

あ
や
ま
ち

あ
や
ま
ち

い

あ
ら
た

す
く
な

じ
ん

こ
う
げ
ん
れ
い
し
ょ
く

ま

く
ん　
し

い
き
ど
お

ま

た
の

あ

え
ん 

ぽ
う

な
ら

ま

よ
ろ
こ

お
も わ

し

あ
た
た

○
子
曰
わ
く
、
故
き
を
温
め
て

新
し
き
を
知
ら
ば
、
以
て
師

た
る
べ
し
。

○
子
曰
わ
く
、
君
子
は
和
し
て

同
ぜ
ず
、
小
人
は
同
じ
て
和

せ
ず
。

○
子
曰
わ
く
、
学
び
て
思
わ
ざ

れ
ば　

即
ち
罔
く
、
思
い
て

学
ば
ざ
れ
ば　

即
ち
殆
し
。

小
学
２
年
生
版

し　
い
わ

し　

い
わ

し　

い
わ

お
も

ま
な

す
な
わ

く
ら

ど
う

ど
う

わ

し
ょ
う
じ
ん

く
ん　

し

あ
た
ら

も
っ

し

ふ
る

ま
な

す
な
わ

あ
や
う

造園土木
草刈・伐採
スズメバチ駆除

墓石・石工事
修理承ります

お墓ディレクターにご相談下さい

㈱県南環境 TEL 82ー6700
大師町25-5/展示場 ：小金井駅東

聖地公園、他
完成価格65万円～

○壬生町水道施設維持管理業務
○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務
○農業集落排水処理施設各処理場巡回管理業務

昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績
本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比寿OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

○日本下水道協会賛助会員○日本下水道処理施設管理業協会会員○東京商工会議所会員



八
幡
神
社

●

歓
喜
院
●

●
羽生田
城址

長塚古墳

■

黒　

川

羽生田小羽生田小羽生田小

新郭古墳群

21

第
10
回
『
新
郭
30
号
墳
』

　
　
　
　

…
…

空
堀
の
な
い
古
墳…

…

　

新
郭
古
墳
群
は
、
羽
生
田
地
区
に
あ
る
栃
木
県
指
定
史
跡
の
長
塚
古
墳
を
中

心
に
築
か
れ
た
、
今
か
ら
約
1
4
0
0
年
前
の
権
利
者
た
ち
の
お
墓
で
す
。
こ

の
中
の
新
郭
30
号
墳
は
、
現
在
の
羽
生
田
バ
イ
パ
ス
と
長
塚
古
墳
と
の
間
の
畑
の

下
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
量
の
川
原
石
を
積
み
上
げ
て
造
ら
れ
た
こ
の
お
墓
は
、
死
者
を
安
置
す
る

部
屋
と
そ
の
部
屋
に
入
る
た
め
の
通
路
か
ら
で
き
て
い
ま
し
た
。
全
体
の
長
さ
は

約
２ｍ
の
一
般
的
な
お
墓
で
す
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
こ
の
古
墳
か
ら
は
埋
葬
者
の
副
葬
品
は
発
見
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
恐
ら
く
は
埋
葬
後
盗
掘
に
遭
い
、
副
葬
品
な
ど
は
持
ち
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
新
郭
30
号
墳
の
最
も
特
徴
的
な
と
こ
ろ
は
、
墳
丘
の
周
囲
に
空
堀
が
掘
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
普
通
こ
の
よ
う
な
横
穴
式
の
石
室
を
も
つ
古
墳
は
、
石

室
を
覆
う
墳
丘
と
そ
の
周
り
に
深
く
掘
ら
れ
た
空
堀
が
セ
ッ
ト
で
出
土
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
周
囲
に
堀
を
掘
る
こ
と
に
よ
り
出
た
土
を
墳
丘
の
た
め
の
盛
土
に
利
用

す
る
と
い
う
、
無
駄
の
な
い
方
法
で
古
墳
が
造

ら
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
新
郭
30
号
墳
か
ら
は
、
空
堀
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
墳
丘
の
盛
土
が
少
量

で
済
ん
だ
た
め
な
の
か
、
そ
れ
と
も
堀
を
掘
る

手
間
を
省
い
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
正
確
な

理
由
は
不
明
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
写
真
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
こ
れ
ほ
ど
の
多
量
の
川
原
石
を
川
か
ら
運

べ
る
労
働
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普
通

の
人
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
古
墳

と
し
て
は
一
般
的
な
大
き
さ
の
石
室
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
に
眠
っ
て
い
る
人
物
は
現
代

の
自
治
会
長
さ
ん
ク
ラ
ス
か
そ
れ
以
上
の
階
級

の
人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 み

ぶ
の
文
化
財
コ
ー
ナ
ー

【締　　切】

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

3月19日

氏名（ふりがな）、保護者名、
生年月日、電話番号

必要事項を明記の上、役場企画財
政課または稲葉・南犬飼出張所まで

町総務部企画財政課  情報広報係
〒321－0292 壬生町通町12－22
Eメールアドレス
info@town.mibu.tochigi.jp

あきやまけん  と

秋山拳斗ちゃん（H23.2.10生）
（安塚一）

し みずしゅう  た　ろう

清水柊太郎ちゃん（H21.2.1生）
（上長田）

おちあいあきと

落合亮斗ちゃん（H22.2.8生）
（北原）

▲新郭30号墳石室

次回は4月生まれのアイドルを募集
します。
写真は掲載後にお返しいたします。

新井万結ちゃん（H22.8.19生）
稲澤愛実ちゃん（H23.2.13生）
新井悠介ちゃん（H18.2.1生）

（おもちゃのまち）

あら　い　 ま　 ゆ

いな ざわ まな　み

あら　い　ゆうすけ

し
ん 

く
る
わ

広 告 募 集
　「広報みぶ」に、お店や会社のPR、事業やイベントの宣伝

など、町民の暮らしに役立つ広告を有料で掲載しませんか？

「広報みぶ」は壬生町民の皆さんに広く親しまれており、広

告を掲載するには最適なメディアです。ぜひご活用ください。

町ホームページへのバナー広告掲載も随時募集しています。

詳しくは下記までお問い合わせください。

問合せ先　町総務部企画財政課情報広報係　☎81-1814



【まちのうごき】

No.633 発行人／壬生町役場  〒321-0292  栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号  編集／総務部企画財政課情報広報係
電話0282-81-1814  FAX0282-82-8262  ホームページhttp://www.town.mibu.tochigi.jp平成24年2月23日発行広報みぶ 2月号

●総人口 39, 565人（52）  男19, 413人（14）　女20, 152人（38）　●総世帯 14, 407世帯（49）  （　）内は前月比   平成24年2月1日現在

環境保護のため再生紙を使用しています。

i-mode・ezweb用 softbank用

10名の放課後学習支援ボランティアが中学生を支援!!10名の放課後学習支援ボランティアが中学生を支援!!10名の放課後学習支援ボランティアが中学生を支援!!10名の放課後学習支援ボランティアが中学生を支援!!10名の放課後学習支援ボランティアが中学生を支援!!

安全・安心な暮らしを安全・安心な暮らしを安全・安心な暮らしを安全・安心な暮らしを安全・安心な暮らしを
～壬生・栃木ロータリークラブ様から
　　　　　　　　　　 放射線量測定器寄贈～

壬生中学校

表
紙
の
写
真

安塚小３年
飯塚 明由莉
いいづか 　 　あ 　 ゆ 　 り

安塚小５年
江口 ひなた
え ぐち

絵画  「イルカのショー」

絵画  「がんばるぞ ソーラン！」

　壬生町教育委員会では、中学生の学力向上を目的として、「放
課後学習支援サポート事業」を平成17年度より実施しています。
今年度も壬生中・南犬飼中併せて約80名の中学3年生が参加。
放課後の１時間を有効活用し、熱心に学習しています。
　指導は、「わが子がお世話になった中学校に恩返しをしたい」
「自らの経験やスキルを生かして活動したい」等、様々な思いを抱
く10名の地域住民（無償の放課後学習支援ボランティア）が担
当。ボランティアの皆さんの熱心なご指導に対し、生徒達からは
「とても詳しく教えてくださりわかりやすい」「学校の授業とは違
う面白さがある」等、多くの感謝の言葉が寄せられています。
　次世代の壬生町の担い手である中学生が、温かな激励を受け
ながら学び育っていけるよう、今後とも地域の皆様によるご支援・
ご協力をどうぞよろしくお願いします。

　壬生・栃木・栃木西・栃木南の4つのロータリー
クラブ様から、「町民の方に少しでも安心して暮らし
てほしい」と、放射線量測定器が寄贈され、12月20日、
町役場庁舎前において寄贈式が行われました。
　測定器は、大気中の放射線量が町放射線物質除
染方針の除染基準である毎時１マイクロシーベル
トを越えると赤色灯が点灯し、警告するもので、町
役場正面玄関前に設置してあります。

第
53
回
栃
木
県
郡
市
町
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
で
懸
命
な
走
り
を
見
せ
て
く
れ
た

壬
生
町
駅
伝
チ
ー
ム
。

選
手
・
監
督
・
応
援
し
て
く
れ
る
す
べ
て

の
人
々
の
思
い
を
込
め
て
、
最
後
ま
で

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

壬生ロータリークラブ河田周一会長から目録が手渡されました。
かわ だしゅういち

～放課後学習支援サポート事業～

南犬飼中学校




